
「あのね、あのね、」「ん～そうなの」
やきいもがおいしい季節。そえひ保育園
で、地域の高齢者の方と一緒の焼きいも
大会が開かれました。暖かい陽のさす軒
下で食べる焼きいもは、とてもおいしそ
うでした。（内容は23ページに掲載）
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安
全
な
道
を
歩
き
た
い
。

合併のゆくえ

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
歩

く
道
は
安
全
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

親
で
な
く
と
も
そ
う
思
う
は
ず
で

す
。
多
く
の
人
が
往
来
す
る
道
路

は
、
そ
う
し
た
安
全
が
確
保
で
き

る
よ
う
に
造
り
、
維
持
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を

行
う
の
が
、
行
政
の
役
割
で
す
。

11
月
13
日
の
信
濃
毎
日
新
聞
に

松
本
市
と
合
併
せ
ず
、
自
立
の
道

を
選
択
し
た
波
田
町
が
ま
と
め
た

「
自
立
の
た
め
の
計
画
」
の
主
な
内

容
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
約
50
億
円
だ

っ
た
予
算
規
模
を
42
億
円
に
削
減
。

収
入
役
の
廃
止
や
、
職
員
削
減
な

ど
の
人
件
費
圧
縮
の
ほ
か
、「
下
水

道
使
用
料
を
19
年
度
に
約
14
％
、

22
年
度
に
は
さ
ら
に
20
％
引
き
上

げ
」「
ご
み
袋
手
数
料
20
円
を
19
年

度
ま
で
毎
年
度
10
円
引
き
上
げ
」

「
保
育
料
を
17
年
度
か
ら
５
年
間
で

毎
年
度
平
均
３
％
引
き
上
げ
」
な

ど
各
種
料
金
の
値
上
げ
を
う
ち
だ

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
実
に
自

立
を
選
択
し
た
、
真
田
町
よ
り
人

口
の
多
い
町
の
計
画
で
す
。

合
併
を
選
択
す
る
場
合
、
市
町

村
長
や
、
議
員
、
一
般
職
職
員
な

ど
の
削
減
と
、
行
政
運
営
経
費
の

節
減
、
さ
ら
に
は
、
国
に
よ
る
地

方
交
付
税
の
特
例
や
、
合
併
特
例

債
な
ど
の
支
援
に
よ
り
現
在
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
は
維
持
さ
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
先
、
合
併
す
る
し
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
、
国
か
ら
市
町
村
へ

配
分
さ
れ
る
お
金
が
相
当
減
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
合
併
は
、

ば
ら
色
の
未
来
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
合
併
し
な
い
よ
り
は
、
住
民

生
活
に
と
っ
て
よ
り
安
全
だ
と
言

え
ま
す
。

町
の
実
質
は
、
行
政
や
そ
の
形

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
住
む

人
々
で
あ
り
、
そ
の
人
た
ち
の
生

活
で
す
。
そ
の
安
全
を
考
え
、
説

明
す
る
責
任
が
、
行
政
に
は
あ
る

と
考
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
歩

く
道
と
同
じ
く
、
多
く
の
人
の
未

来
が
か
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

合併に関する詳しい資料は、
別冊の特集合併広報もご覧く
ださい。現在No5まで発行
されています。

４
市
町
村
の
合
併
協
議

で
今
ま
で
話
し
合
わ
れ
た

結
果
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
伺
い
ま
す
。
是
非
お

こ
し
く
だ
さ
い
。

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

７
時
か
ら
９
時
ま
で
で
す
。

合
併
地
区
懇
談
会
を

4
地
区
で
開
催
。

期　　　日 対象地区 場　　　　　所

12月13日（月） 長 ＪＡ信州うえだ長支所２階会議室

12月14日（火） 本　原 本原担い手研修センター２階会議室

12月15日（水） 傍　陽 ＪＡ信州うえだ傍陽支所２階会議室

12月16日（木） 菅　平 菅平高原国際リゾートセンター２階会議室
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こ
の
１０
月
２３
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
。

町
内
で
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
2
回
の
強
い
ゆ
れ

に
恐
怖
を
感
じ
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
被
災
地
の
状
況
を

見
る
に
つ
け
、
こ
れ
が
自
分
の
身
に
降
り
か
か
れ

ば
と
考
え
た
人
も
多
い
は
ず
。

今
月
は
、
い
つ
や
っ
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
地
震

に
ど
う
備
え
れ
ば
い
い
の
か
み
て
み
よ
う
。

真田消防署に設置され
ている計測震度計。震
度情報は、県庁に自動
送信されている。10
月23日の最初の地震
の震度は、3の記録が
残っている。

武田光弘／たけだ　み
つひろ●真田消防署消
防士長。緊急消防援助
隊として、長岡市の土
砂崩れ現場で救助にあ
たった。直後の被災地
の状況をみた。

特
集

地
震
に
備
え
る

新
潟
県
中
越
地
震
へ
は
、
直
後

の
23
日
か
ら
、
11
月
１
日
ま
で
の

間
、
近
隣
の
１
都
14
県
か
ら
緊
急

消
防
援
助
隊
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部

の
第
２
次
隊
に
真
田
消
防
署
か
ら

派
遣
さ
れ
た
武
田
光
弘
消
防
士
長

に
現
地
の
様
子
を
聞
き
ま
し
た
。

武
田
消
防
士
長
が
上
田
の
消
防

本
部
を
出
発
し
た
の
は
、
10
月
27

日
の
午
後
７
時
25
分
。
午
後
11
時

40
分
に
到
着
し
た
現
場
は
、
そ
の

日
の
午
後
、
２
歳
の
皆
川
優
太
ち

ゃ
ん
が
奇
跡
的
に
救
出
さ
れ
た
長

岡
市
の
土
砂
崩
れ
現
場
。
武
田
消

防
士
長
た
ち
は
、
午
前
０
時
か
ら

28
日
午
後
ま
で
車
内
に
残
さ
れ
た

姉
の
真
優
ち
ゃ
ん
の
救
出
作
業
に

交
代
で
あ
た
り
ま
し
た
。
余
震
が

あ
れ
ば
「
す
ぐ
に
引
き
ず
り
出
せ

る
よ
う
に
、
も
う
一
人
が
後
ろ
に

つ
く
」
と
い
う
困
難
な
状
況
で
の

救
出
作
業
。
「
女
の
子
の
足
は
見

え
て
い
た
ん
で
す
が
…
」
。
真
優

ち
ゃ
ん
に
関
し
て
は
残
念
な
結
果
。

そ
の
後
隣
の
見
附
市
の
公
園
で
野

営
。
小
千
谷
市
内
の
巡
視
な
ど
を

行
い
、
29
日
夜
、
上
田
の
本
部
へ

と
戻
り
ま
し
た
。

「
現
地
は
、
テ
レ
ビ
で
見
る
よ

り
被
害
は
大
き
い
感
じ
」
と
い
う

武
田
消
防
士
長
。「
高
速
道
路
は
、

橋
脚
部
分
の
上
以
外
は
ほ
と
ん
ど

波
う
っ
て
い
る
状
態
で
、
一
般
道

も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
通
行
止
め
に
な

っ
て
い
て
、
歩
道
部
分
だ
け
割
れ

て
沈
ん
で
い
る
場
所
も
見
ま
し

た
」。「
電
柱
は
傾
い
て
、
野
営
し

た
公
園
の
周
囲
で
は
１
〜
２
割
の

家
は
傾
い
て
塀
が
崩
れ
て
い
る
家

も
あ
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
、
弁

当
類
は
売
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

交
通
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、

そ
れ
以
外
の
も
の
は
な
い
状
態
で
、

「
最
低
限
必
要
な
も
の
は
各
家
庭

に
用
意
し
て
お
け
ば
便
利
」
と
話

す
武
田
消
防
士
長
。
「
実
際
自
分

の
町
で
起
き
れ
ば
、
ど
う
動
く
か

と
考
え
ま
し
た
。
事
前
の
防
災
訓

練
は
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
」
と

話
し
ま
す
。

長岡市の土砂崩れの現場。土
砂で道路は完全に破壊されて
いる。余震が続く中での救助
が行われた。

新
潟
県
中
越
地
震

現
地
の
状
況
は
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県
内
で
想
定
さ
れ
る

地
震
を
知
る

石川県 

福井県 

滋賀県 

三重県 

愛知県 静岡県 

岐阜県 

長野県 
富山県 

新潟県 

群馬県 

栃木県 

埼玉県 

山梨県 
東京都 

神奈川県 
千葉県 

茨城県 

信濃川断層帯 

阿寺断層系 

糸魚川ー静岡 
構造線 （中部） （中部） 

糸魚川ー静岡 
構造線 （北部） （北部） 

伊那谷断層帯 

東海地震 

長
野
県
が
平
成
14
年
３
月
に
発

行
し
た
長
野
県
地
震
対
策
基
礎
調

査
で
は
、
発
生
の
可
能
性
の
あ
る

大
規
模
地
震
６
つ
を
想
定
し
て
そ

の
震
度
や
、
被
害
の
予
測
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
町
関
係

の
震
度
部
分
と
、
真
田
町
の
想
定

被
害
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
想
定
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
の
地
震
が
発
生
し
た
場

合
の
予
測
で
、
地
震
防
災
対
策
を

検
討
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
地

震
で
す
。
地
震
を
予
知
し
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
想
定
被
害
は
、

か
な
り
の
幅
を
持
つ
も
の
で
す
。

糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線
（
北
部
）

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
０
／
長
さ

80
㎞
／
幅
20
㎞
／
位
置
　
小
谷
村

〜
松
本
市

予
測
震
度

上
田
地
域
の
平
地
部
の
一
部
な

ど
で
震
度
６
強
〜
７
、
そ
の
周
辺

で
震
度
５
強
以
上
。

真
田
町
の
想
定
被
害

木
造
全
壊
・
非
木
造
大
破
24
棟
。

木
造
半
壊
・
非
木
造
中
破
６
１
５

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
９
／
長
さ

68
㎞
／
幅
20
㎞
／
位
置
　
南
箕
輪

村
〜
浪
合
村

予
測
震
度

上
田
の
平
地
部
で
震
度
５
強
以

上
。
真
田
町
震
度
４
〜
５
弱
。

真
田
町
の
想
定
被
害

木
造
半
壊
・
非
木
造
中
破
２
棟
。

避
難
者
２
人
。
停
電
４
５
１
世
帯
。

東
海
地
震

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
０
／
長
さ

１
１
５
㎞
／
幅
70
㎞

真
田
町
震
度
４
〜
５
弱
。

阿
寺
断
層
系

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
９
／
長
さ

62
㎞
／
幅
17
㎞
／
位
置
　
王
滝
村

〜
岐
阜
県

真
田
町
震
度
４
〜
５
弱
。

棟
。
出
火
１
件
。
焼
失
１
棟
。
重

傷
者
11
人
。
避
難
者
８
２
７
人
。

断
水
３
２
９
世
帯
。
停
電
８
２
５

世
帯
。
電
話
支
障
２
４
６
回
線
。

糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線
（
中
部
）

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
０
／
長
さ

80
㎞
／
幅
17
㎞
／
位
置
　
穂
高
町

〜
富
士
見
町

予
測
震
度

上
田
の
一
部
で
震
度
５
強
以
上
。

真
田
町
震
度
５
弱
。

真
田
町
の
想
定
被
害

木
造
全
壊
・
非
木
造
大
破
２
棟
。

木
造
半
壊
・
非
木
造
中
破
83
棟
。

重
傷
者
３
人
。
避
難
者
１
０
２
人
。

断
水
３
２
８
世
帯
。
停
電
８
１
１

世
帯
。
電
話
支
障
２
２
４
回
線
。

信
濃
川
断
層
帯

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
５
／
長
さ

43
㎞
／
幅
21
㎞
／
位
置
　
飯
山
市

〜
長
野
市

予
測
震
度

東
信
の
平
地
部
で
震
度
５
強
以

上
、
真
田
町
震
度
４
〜
５
弱
。

真
田
町
の
想
定
被
害

木
造
全
壊
・
非
木
造
大
破
３
棟
。

木
造
半
壊
・
非
木
造
中
破
56
棟
。

出
火
１
件
。
焼
失
１
棟
。
重
傷
者

２
人
。
避
難
者
72
人
。
停
電
６
８

６
世
帯
。
電
話
支
障
１
１
２
回
線
。

伊
那
谷
断
層
帯

想定震源の位置と大きさ時間経過別行動のポイント 地
震
が
発
生
！

ど
う
行
動
す
れ
ば
？

い
ざ
、
地
震
が
起
こ

っ
た
ら
、
ど
う
行
動
す

れ
ば
い
い
の
か
？
時
間

経
過
別
の
行
動
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

最
初
の
１
分
は
、
身

の
安
全
確
保
が
第
一
。

あ
わ
て
ず
冷
静
に
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

①
身
の
安
全
を
守
る

机
の
下
な
ど
へ
。

②
火
の
始
末
を
す
る

ガ
ス
の
元
栓
、
コ
ン
セ
ン
ト
。

④
み
ん
な
の
安
全
を
確
認

隣
近
所
で
声
を
か
け
助
け
合
う
。

⑥
危
険
な
場
合
は
避
難

無
理
は
せ
ず
、
た
だ
ち
に
避
難
。

③
脱
出
口
を
確
保
す
る

ド
ア
、
窓
を
あ
け
る
。

⑦
避
難
後
は
協
力
し
て
消
火
、
救
出
・
救
護
活
動

助
け
合
い
の
心
が
大
切
。
壊
れ
た
家
に
は
入
ら
な
い
。

ゆれがおさまったら

火が天井まで移ったり、家屋倒壊の危険がある場合
ラジオなどで正しい情報を確認

しばらくの間は余震に注意

3日分の飲料水と食料の備蓄を

⑤
出
火
防
止→

火
が
出
た
ら

初
期
消
火

大
声
で
知
ら
せ
る→

消
火
器
・
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー



い
つ
く
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
。

そ
の
と
き
後
悔
し
な
い
よ
う
に
家

族
で
話
し
合
っ
た
り
次
の
こ
と
を

し
て
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
分
担

を
決
め
て
お
く
。

②
家
の
内
外
の
危
険
箇
所
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
お
く
。

③
家
具
等
転
倒
落
下
を
防
ぎ
、
安

全
な
配
置
に
し
て
お
く
。

④
災
害
時
の
連
絡
方
法
や
避
難
場
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知
っ
て
お
き
た
い

町
内
の
避
難
場
所

今
で
き
る
こ
と
は
、

も
し
も
に
備
え
る
こ
と

避　難　施　設 収容人員 避　難　施　設 収容人員
菅平小中学校 1,200 中横道生活改善施設 130
菅平国際リゾートセンター 1,375 上横道公民館 30
渋沢公民館 35 穴沢公民館 50
大日向公民館 160 三島平公民館 50
角間公民館 40 上原公民館 30
横沢公民館 100 下郷沢公民館 30
真田公民館 140 小玉・上郷沢地区コミュニティセンター 80
長小学校 1,400 赤井集会施設 80
十林寺公民館 70 下塚生活改善施設 30
石舟公民館 70 竹室公民館 40
戸沢公民館 90 荒井公民館 50
つくし集会所 30 中原生活改善センター 170
四日市集会所 80 本原担い手研修センター 170
長地区コミュニティ消防センター 40 本原小学校 1,550
真田中学校 2,260 表木老人共同作業所 30
文化会館 700 本原地区コミュニティ消防センター 150
町民体育館 700 下原同和教育集会所 30
アザレアンさなだ 30 本原地区コミュニティセンター 100
ふれあいさなだ館 150 出早コミュニティセンター 90
福祉センター 600 合計収容人員 14,260
入軽井沢集会施設 130 避　難　場　所
岡保公民館 40 町営菅平第一グラウンド
西部地区コミュニティセンター 150 菅平小中学校校庭
大庭多目的集会施設 80 長小学校校庭
曲尾公民館 80 山村広場運動公園
傍陽基幹集落センター 160 真田中学校校庭
傍陽小学校 1,300 傍陽小学校校庭
田中創作館 80 洗馬川公園
下横道公民館 80 本原小学校校庭

避難施設・場所一覧

真
田
町
で
も
か
つ
て
経
験
し

た
地
震
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

昭
和
40
年
８
月
３
日
か
ら
始
ま

り
、
昭
和
41
年
に
２
回
の
活
動

期
を
迎
え
、
昭
和
45
年
に
終
息

す
る
ま
で
続
い
た
松
代
群
発
地

震
。
そ
の
間
の
有
感
地
震
は
、

６
２
、
８
２
１
回
、
全
地
震
数

は
、
７
１
１
、
３
４
１
回
に
の

ぼ
り
ま
す
。

昭
和
40
年
当
時
町
の
総
務
課

で
、
松
代
地
震
対
策
本
部
の
情

報
連
絡
班
と
し
て
情
報
の
収
集

な
ど
に
あ
た
っ
た
花
岡
睦
人
さ

ん
（
大
庭
）
に
当
時
の
様
子
を

伺
い
ま
し
た
。

「
松
代
地
震
は
、
ゴ
ー
と
い
う

地
鳴
り
が
し
て
か
ら
ゆ
れ
た
」

と
そ
の
特
徴
を
語
る
花
岡
さ

ん
。「
音
が
し
て
か
ら
、
見
る

と
電
気
が
ゆ
れ
て
い
る
状
態

で
、
棚
か
ら
物
が
落
ち
る
ほ
ど

で
は
な
か
っ
た
」
そ
う
で
す
。

「
町
と
し
て
一
番
困
っ
た
こ
と

は
、
こ
の
地
震
の
影
響
で
菅
平

の
水
源
の
水
量
が
減
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
」
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
当
時
の
木
造
の
傍
陽
小
学

校
の
校
舎
は
、
倒
れ
な
い
よ
う

に
、
木
の
支
柱
で
校
舎
を
支
え

た
そ
う
で
す
。

当
時
町
に
消
防
署
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
消
防
団
の

役
割
は
重
要
で
し
た
。
花
岡
さ

ん
自
身
も
消
防
団
の
副
団
長
を

何
年
か
務
め
ま
し
た
。
「
地
震

の
被
害
が
な
い
か
各
分
団
で
み

て
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
分
団

は
地
域
の
治
安
維
持
や
、
住
民

の
生
命
や
財
産
を
守
る
と
い
う

重
大
な
使
命
を
担
っ
て
い
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

花岡睦人さん（大庭）／
はなおか　むつと●昭
和40年当時町の松代
地震対策本部で情報の
収集や、指令、調整、
住民との連絡などにあ
たった。

町に影響のあった地震

松代群発地震

所
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
非
常
持
出
品
の
チ
ェ
ッ
ク
と
定

期
的
な
点
検
を
し
て
お
く
。

避
難
の
と
き
最
初
に
持
ち
出
す

物
で
す
。
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◇
携
帯
ラ
ジ
オ
　
□
予
備
電
池

◇
懐
中
電
灯
　
□
予
備
電
池

◇
救
急
医
療
品

□
ば
ん
そ
う
こ
う
　
□
傷
薬
　

□
包
帯
　
　
□
か
ぜ
薬
　
□
胃
腸

薬
　
□
鎮
痛
剤
　
□
消
毒
薬
　

□
持
病
の
薬

◇
非
常
食

□
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー

□
乾
パ
ン
　
□
缶
詰
め
　
□
水
筒

□
紙
皿
、
紙
コ
ッ
プ
　
□
割
り
ば

し
　
□
缶
き
り
　
□
栓
抜
き
　

□
粉
ミ
ル
ク
（
赤
ち
ゃ
ん
用
）

◇
貴
重
品

□
現
金
（
要
10
円
玉
）

□
預
貯

金
通
帳
　
□
印
か
ん
　
□
免
許
証

□
権
利
証
券
　
□
健
康
保
険
証

11
月
８
日
、
町
で
は
今
回
の
新

潟
県
中
越
地
震
の
被
災
地
川
口
町

に
、
町
指
定
の
ご
み
袋
45
箱
を
災

害
の
支
援
の
た
め
に
送
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
で
も
被
災
地
に
な

に
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
、
ご
み
袋
を
送
っ
た
も

の
で
す
。
ご
み
袋
を
川
口
町
ま
で

無
償
で
届
け
、
現
地
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
も
し
て
き
た
㈱
信
防
エ

デ
ィ
ッ
ク
ス
の
高
橋
宏
和
さ
ん
に

伺
う
と
現
地
で
は
山
が
崩
れ
て
い

た
り
、
家
が
傾
い
た
り
と
、
被
害

は
想
像
以
上
の
も
の
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
下
の
写
真
は
、
そ
の
と
き

に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
新
潟
県
中
越
地
震
は
、

な
じ
み
深
い
隣
の
新
潟
県
の
こ
と

で
も
あ
り
、
町
内
で
も
か
な
り
ゆ

れ
、
余
震
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

関
心
の
高
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

被
災
地
の
様
子
を
テ
レ
ビ
な
ど
で

見
る
に
つ
け
、
も
し
自
分
だ
っ
た

ら
と
考
え
た
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

防
災
に
関
す
る
広
報
は
、
い
つ

で
も
で
き
ま
す
が
、
や
は
り
関
心

の
高
い
今
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が

一
番
い
い
と
考
え
ま
し
た
。

備
え
は
、
災
害
に
遭
う
前
に
す

る
か
ら
備
え
に
な
り
ま
す
。
こ
の

機
会
に
家
族
で
話
し
合
っ
た
り
、

非
常
持
出
品
を
そ
ろ
え
た
り
し
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。

編集室からひと言

関心の高い今、

災害への備えを

しておきたいもの。

家
族
で
話
し
合
う

非
常
持
出
品
を
チ
ェ
ッ
ク

消防署では、災害に備えて毛
布や飲料水、非常食、簡易ト
イレなどを備蓄している。し
かし、数には限りがある。
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町
民
一
人
あ
た
り
、
予
算
は
４２
万
5
千
円
。

借
金
は
5
万
8
千
円
。

今
年
度
の
町
一
般
会
計
の
当
初

予
算
額
は
、
47
億
９
千
万
円
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
議
会

で
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
、
９
月

末
日
現
在
の
予
算
額
は
、
当
初
予

算
に
２
億
１
５
２
７
万
５
千
円
を

追
加
し
50
億
５
２
７
万
５
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
補
正
の
主
な
内

容
は
、
そ
の
都
度
広
報
で
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
で
す
。

上
半
期
の
収
入
状
況
は
、
26
億

８
７
７
０
万
円
、
予
算
額
の
53
・

７
％
が
収
入
と
な
り
ま
し
た
。
収

入
額
で
最
も
多
い
の
は
、
地
方
交

付
税
の
13
億
５
２
２
万
円
、
続
い

て
町
税
の
６
億
８
５
４
５
万
円
で

す
。

上
半
期
の
支
出
の
状
況
は
、
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
上
半
期
に

支
出
し
た
も
の
と
今
年
度
内
に
町

の
仕
事
を
行
う
た
め
に
支
払
う
こ

と
を
約
束
し
た
金
額
（
こ
こ
で
は

「
契
約
済
額
等
」
と
し
ま
す
。）
は
、

23
億
８
０
９
９
万
円
で
す
。
こ
の

契
約
済
額
等
の
81
・
７
％
、
19
億

４
５
８
９
万
円
は
上
半
期
で
支
払

い
済
み
で
す
。

ち
な
み
に
今
年
度
予
算
額
を
町

民
の
人
数
で
わ
っ
て
み
る
と
、
１

人
当
り
当
初
予
算
で
40
万
７
千
円
、

９
月
補
正
後
で
42
万
５
千
円
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
工
事
な
ど
を

行
う
た
め
に
一
般
会
計
で
借
金

（
町
債
）
す
る
金
額
は
、
６
億
８

９
０
０
万
円
で
町
民
１
人
当
り
５

万
８
５
６
３
円
、
逆
に
今
ま
で
借

金
し
て
き
た
お
金
を
返
す
金
額

（
公
債
費
）
は
、
８
億
８
９
８
８

万
円
で
町
民
１
人
当
り
７
万
５
６

３
８
円
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ

の
借
金
の
多
く
は
、
返
済
に
当
た

っ
て
地
方
交
付
税
と
し
て
国
が
支

出
し
て
く
れ
る
分
が
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営

企
業
会
計
の
上
半
期
に
お
け
る
工

事
の
発
注
状
況
は
、
上
の
表
の
と

お
り
で
す
。

今
年
度
は
、
長
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

今
年
度
の
町
の
予
算
に
つ
い
て
は
、

広
報
6
月
号
で
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

今
月
は
、
4
月
か
ら
9
月
ま
で
上
半
期
の

町
の
家
計
簿
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
状
況

工
事
の
発
注
状
況

町税 
6億8,545万円 

地方譲与税  
　3,698万円 

交付金　14億2,210万円  
　　　うち地方交付税  
　　　　13億522万円 

国県支出金  
　3,410万円 

未収入  
23億1,758万円 
未収入  

23億1,758万円 

その他　1億1,048万 
繰越金 

3億9,859万円 町債　0万円 

一般会計収入状況（上半期）

各会計の上半期工事発注状況

区　　　分

工
　
事
　
請
　
負
　
費

予　算　額（万円）

発 注 済 額（万円）

契　約　率（万円）

支 出 済 額（万円）

執　行　率（万円）

一般会計
公共下水道

事業

農業集落

排水事業

真田町

水道

菅平高原

上水道

有線放送

電話
合計

51,559

26,036

50.5 

16,093

31.2

20,669

9,283

44.9 

5,301

25.6

300

9

3.0 

9

3.0

2,260

1,596

70.6

200

8.8

8,500

5,030

59.2

728

8.6

1,415

81

5.7

50

3.5

84,703

42,035

49.6

22,381

26.4

0

2

4

6

8

10

そ
の
他 

議
会
費 

商
工
費 

消
防
費 

衛
生
費 

農
水
費 

教
育
費 

総
務
費 

土
木
費 

公
債
費 

民
生
費 

予算額 

契約済額（　）内 ９
億
９
５
４
万
円
 

　（
３
億
９
５
７
万
円
）

（
３
億
９
５
７
万
円
） 

　（
３
億
９
５
７
万
円
） 

８
億
８
、９
８
８
万
円
 

　（
４
億
４
、

（
４
億
４
、４
４
５
万
円
）

４
４
５
万
円
） 

６
億
７
、８
８
１
万
円
 
　（
１
億
１
億
２
、
２
、４
９
３
万
円
）

４
９
３
万
円
） 

　（
１
億
２
、４
９
３
万
円
） 

６
億
４
、９
６
７
万
円
 　（
３
億
７
、

（
３
億
７
、５
３
４
万
円
）

５
３
４
万
円
） 

　（
３
億
７
、５
３
４
万
円
） 

５
億
１
、

５
億
１
、９
８
６
万
円

９
８
６
万
円
 　（
３
億
１
、

（
３
億
１
、６
５
３
万
円
）

６
５
３
万
円
） 

　（
３
億
１
、６
５
３
万
円
） 

４
億
１
、

４
億
１
、６
２
７
万
円

６
２
７
万
円
 
　（
１
億
２
、

（
１
億
２
、４
５
７
万
円
）

４
５
７
万
円
） 

　（
１
億
２
、４
５
７
万
円
） 

３
億
２
、２
４
９
万
円
 
　（
２
億
２
、

（
２
億
２
、０
１
６
万
円
）

０
１
６
万
円
） 

３
億
１
、５
９
２
万
円
 　（
２
億
８
、

（
２
億
８
、０
２
４
万
円
）

０
２
４
万
円
） 

　（
２
億
２
、０
１
６
万
円
） 

　（
２
億
８
、０
２
４
万
円
） 

１
億
９
、０
６
４
万
円
 
　（
１
億
１
億
３
、
３
、４
６
３
万
円
）

４
６
３
万
円
） 

　（
１
億
３
、４
６
３
万
円
） 

８
、２
７
４
万
円
 
　（
４
、

（
４
、２
１
７
万
円
）

２
１
７
万
円
） 

２
、９
４
６
万
円
 
　（
８
４
０
万
円
）

（
８
４
０
万
円
） 

　（
４
、２
１
７
万
円
） 

　（
８
４
０
万
円
） 

　（
４
億
４
、４
４
５
万
円
） 

５
億
１
、９
８
６
万
円
 

４
億
１
、６
２
７
万
円
 

億円 

一般会計支出状況（上半期）

※　契約済額等とは、上半期に支出したものと年度内で支払うことを約束した金額です。
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テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
建
設
や
本
原

小
学
校
給
食
室
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム

化
の
工
事
、
道
路
や
農
道
な
ど
の

各
区
の
地
域
づ
く
り
委
員
会
か
ら

要
望
の
あ
っ
た
事
業
を
順
次
実
施

し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
と
公
営
企
業
の
各
会

計
（
水
道
、
下
水
道
、
有
線
放
送

電
話
）
の
上
半
期
の
状
況
は
、
下

表
の
と
お
り
で
す
。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
会

計
と
集
合
支
払
会
計
を
除
い
た
特

別
会
計
と
公
営
企
業
会
計
は
、
対

象
に
な
る
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
保
険
料
や
使
用
料

行政フラッシュ
財政状況と職員給与

行政フラッシュ

な
ど
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
全
体
で
の
予
算
総
額

は
、
36
億
１
５
２
１
万
円
で
、
こ

の
う
ち
上
半
期
で
の
収
入
済
み
は

36
・
９
％
で
、
支
出
済
み
は
43
・

４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
つ
の
公
営
企
業
会
計
の
予
算

総
額
は
、
収
入
が
５
億
１
６
１
２

万
円
、
支
出
が
６
億
３
９
０
６
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ら
の
予
算
に
対
す

る
収
入
、
支
出
の
執
行
率
は
、
そ

れ
ぞ
れ
46
％
、
29
・
４
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

特別会計と公営企業会計の執行状況

収
　
　
入

支
　
　
出

予 算 額
（万円）

22,658

11,611

51.2

4,977

2,342

47.1

22,390

6,416

28.7

8,634

3,314

38.4

12,217

6,212

50.8

12,882

4,094

31.8

4,725

914

19.3

12,359

2,710

21.9

7,022

2,631

37.5

5,530

1,723

31.2

13

8

61.5

2,111

548

26.0

真田町水道 菅平高原上水道 有線放送電話

収益的 資本的 収益的 資本的 収益的 資本的

収入済額
（万円）

収 納 率
（%）

予 算 額
（万円）

支出済額
（万円）

執 行 率
（%）

公 営
企 業
会 計

収
　
　
入

支
　
　
出

予 算 額
（万円）

84,363

31,177

37.0 

105,375

44,263

42.0 

75,921

30,347

40.0 

908

230

25.3 

70,297

13,554

19.3 

14,241

3,358

23.6 

10,416

10,416

100.0 

84,363

36,338

43.1 

105,375

47,403

45.0 

75,921

31,735

41.8 

908

896

98.7 

70,297

30,125

42.9 

14,241

6,464

45.4 

10,416

4,020

38.6 

国　民

健　康

保　険

老　人

保　健

介　護

保　険

住宅新築

資金等貸

付事業

公共下水

道事業

農業集落

排水事業
集合支払

収入済額
（万円）

収 納 率
（%）

予 算 額
（万円）

支出済額
（万円）

執 行 率
（%）

特 別

会 計

※　収益的・・・事業を行うための運営費
※　資本的・・・建設改良費・固定資産購入費など

本原小学校の新しい給食室。
より衛生的なドライシステム
が採用されている。

財政状況

問い合わせ 財政係

有線２０２１

q72─２２０１

特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
状
況

１.人件費の状況（平成15年度普通会計決算額）

２.職員給与の状況（平成16年度一般会計当初予算）

３.職員の平均給料及び平均年齢の状況（H.16.4.1）

5,244,895

歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ）

1,065,006 20.3

人件費率

千円 千円 ％

B/A

128

職員数（Ａ）
給与（Ｂ）

（給料＋諸手当）

一人当たり
の給与
（Ｂ）／（Ａ）

751,728 5,872人 千円 千円

317,626 42.2 317,958 50.6

一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
円 歳 円 歳

４.職員（一般行政職）の初任給の状況（H.16.4.1）

138,800 154,300 170,700 190,200

高　校　卒 大　学　卒

初任給 採用２年経過
給　料　額 初任給 採用２年経過

給　料　額

※　特別職は期末手当のみ

支給されており、

3.3月分／年です。

円 円 円 円

（人件費：常勤の特別職、議会議員、一般職の報酬・給与）

６.手当の状況（H.16.4.1）
期末手当　 ３.０月分／年

勤勉手当　 １.４月分／年

計　　 ４.４月分／年

区　分

大　学　卒

高　校　卒

10～15年

292,000

245,000

15～20年

326,700

278,900

20～25年

360,700

337,200

町 長

助 役

収 入 役

教 育 長

議 長

副 議 長

常任委員長

議 員

745,200 円

615,480 円

583,280 円

544,980 円

281,200 円

224,640 円

213,400 円

206,610 円

７.特別職の報酬等の状況

８.部門別職員の状況（各年4月1日）

５.経験年数・学歴別平均給料月額（H.16.4.1）

一般（総務や農林、商工、

土木など）

福 祉

教 育

公 営 企 業 等

計

区
分

部
門 平成13年

６８

３８

１７

２１

１４４

平成14年

６９

３８

１７

１９

１４３

平成15年

７３

３５

１６

１８

１４２

平成16年

７２

３９

１５

１６

１４２

職員数（人）

減額後の状況（H.16.7.１）

円 円 円

職員給与

問い合わせ 行政係

有線２０１１

q72─２２０１

人
件
費
が
、
支
出
に
占
め
る

割
合
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
？

ま
た
、
一
般
職
員
の
平
均
給
料
や
初
任
給
、

部
門
別
の
職
員
数
は
？

そ
し
て
、
町
長
や
議
会
議
員
ら
特
別
職
の

月
額
の
報
酬
は
い
く
ら
な
の
か
？

こ
れ
ら
の
実
態
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
８
項
目
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
件
費
と
は
平
成
15
年
度
に
支

払
わ
れ
た
、
町
長
や
助
役
ら
特
別

職
の
報
酬
と
一
般
職
の
給
与
の
総

額
で
す
。

ま
た
、
普
通
会
計
と
は
、
一
般

会
計
と
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
特
別
会
計
等
の
合
計
額
で
す
。

そ
し
て
、
経
験
年
数
・
学
歴
別

平
均
給
料
月
額
は
、
就
職
後
に
年

数
を
重
ね
た
職
員
が
、
い
く
ら
の

給
料
を
得
て
い
る
の
か
を
、
５
年

単
位
の
平
均
で
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
職
の
報
酬
は
７
月

支
給
分
か
ら
更
に
１
年
間
減
額
に

な
っ
て
い
ま
す
。
町
長
は
10
％
、

助
役
・
収
入
役
８
％
、
教
育
長

７
％
、
議
長
が
５
％
で
副
議
長

４
％
、
議
員
は
３
％
の
減
額
で
す
。

な
お
、
一
般
職
の
管
理
職
手
当
は
、

課
長
職
20
％
、
課
長
補
佐
職
17
％

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
部
門
別
職
員
数
は
児

童
館
、
障
害
者
支
援
係
な
ど
福
祉

部
門
が
増
加
。
そ
の
他
の
部
門
が

特
別
職
の
報
酬
は
更
に
2
％
削
減

減
と
な
り
全
体
で
は
増
減
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
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じゃがいもおやき

じゃがいも中 …………………300g
おやきミックス ………………320g
あずきあん ……………………230g
サラダ油 …………………………少々

①皮をむいて、切ったじゃがいもをやわらかく
なるまで煮てお湯を捨て、粉ふき状態にする。
②①をつぶして、おやきミックスを混ぜてよく
こねる。
③②をおやき１個分づつ取り、伸ばして、中に
具のあんこ入れて小判型に形を整える。
④フライパンに油をひいて、③を両面がきつね
色になるまで焼く。それを蒸し器で蒸してで
きあがり。

（４人分の材料）

（つくり方）

No.97クッキング

手
近
な
じ
ゃ
が
い
も
で
、
簡
単
に
で
き
ま
す
。

竹
花
み
い
子
さ
ん
（
田
中
）

生ごみにまぜると、たい肥が
できる、ボカシを作る環境部
会の皆さん。

に
は
、
も
う
す
で
に
実
践
し
て
い

る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
自

動
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
減
ら
し

た
り
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
こ
ま
め
に

抜
く
な
ど
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
日
々
の
生
活
の
中
で
注
意
す
る

こ
と
に
よ
り
、
実
践
で
き
る
省
エ

ネ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

消
費
生
活
推
進
委
員
会
の
環
境

部
会
は
、
循
環
型
社
会
に
少
し
で

も
近
づ
こ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

米
ぬ
か
と
籾も

み

が
ら
に
土
中
の
有

効
な
微
生
物
の
Ｅ
Ｍ
菌
と
糖
み
つ

を
混
ぜ
て
発
酵
さ
せ
た
ボ
カ
シ
を

作
り
ま
し
た
。
ボ
カ
シ
は
、
生
ゴ

ミ
に
か
け
る
と
た
い
肥
に
な
り
ま

す
。
お
米
の
と
ぎ
汁
を
そ
の
ま
ま

流
さ
ず
、
庭
の
花
な
ど
に
あ
げ
た

り
、
揚
げ
物
な
ど
で
残
っ
た
廃
油

か
ら
石
け
ん
づ
く
り
も
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
石
け
ん
は
、
台
所
の

洗
い
物
や
掃
除
、
洗
濯
な
ど
に
安

心
し
て
使
え
ま
す
。

こ
う
し
た
も
の
は
、
環
境
に
優

し
く
、
畑
も
元
気
に
な
り
、
私
た

ち
に
安
全
で
健
康
な
生
活
を
与
え

て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

（
環
境
部
会
）

私
た
ち
が
毎
日
生
活
を
す
る
大

切
な
地
球
。
未
来
に
も
よ
い
環
境

を
残
さ
な
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
な
の
か
、

年
ご
と
に
増
す
異
常
気
象
へ
の
苦

悩
が
絶
え
ま
せ
ん
。
自
然
と
向
き

合
い
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
先

ど
の
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と

不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
球
温
暖
化
の
防
止

地
球
に
や
さ
し
い

循
環
型
社
会
へ

窓 消費生活だより⑩
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戦
後
、
間
も
な
い
昭
和
28
年

に
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
と
し

て
来
日
。
十
林
寺
区
に
47
年
間

住
み
、
そ
の
間
、
町
内
二
つ
の

中
学
校
で
英
語
を
教
え
た
り
、

初
期
の
中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
の
橋
渡
し
役
を
務
め
る
な

ど
、
多
く
の
町
民
が
そ
の
存
在

を
知
る
十
林
寺
区
の
レ
イ
・
カ

ワ
ン
さ
ん
。
こ
の
ほ
ど
、
母
国

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
帰
国
し
ま

し
た
。
カ
ワ
ン
さ
ん
に
町
の
思

い
出
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

日
本
の
学
校
は
「
勉
強
や
、

部
活
の
こ
と
を
気
に
し
て
あ
ま

り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
な
い
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
ね
」
と
子
ど

も
た
ち
の
印
象
を
語
り
ま
す
。

近
所
の
お
年
寄
り
な
ど
を
、

病
院
や
、
買
い
物
に
連
れ
て
行

っ
て
あ
げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

し
て
き
た
カ
ワ
ン
さ
ん
。
「
あ

た
り
ま
え
の
こ
と
を
し
て
き
た

だ
け
で
す
」
と
ひ
と
言
。
こ
の

11
月
28
日
に
は
、
十
林
寺
区
の

区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
有
志
に

よ
る
送
別
会
が
行
わ
れ
、
地
元

で
も
別
れ
を
惜
し
ま
れ
ま
し

た
。「
人
間
が
ま
る
い
で
す
ね
。

親
切
で
す
よ
」
と
真
田
町
の
人

の
印
象
を
語
っ
て
く
れ
た
カ
ワ

ン
さ
ん
。
仕
事
を
引
退
し
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
田
舎
で
ゆ

っ
く
り
過
す
そ
う
で
す
。
い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
。

◯63
あの人を訪ねて
あの人を訪ねて

レイ　カワン●真田町に来たころ
は、道路も舗装されていなかった。
石舟の駅から電車に乗って上田ま
で買い物に行ったと思い出を語っ
てくれた。

人間がまるいですね。親切ですよ。

レイ　カワンさん（十林寺）
キリスト教宣教師として47年間町に在住。このほど母国オ
ーストラリアに帰国した。

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
だ

よ
り
は
、
家
庭
で
の
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
委
員
の
皆
さ
ん
が
様

々
な
家
庭
の
場
面
を
え
が
い
て
、

身
近
な
生
活
の
中
で
の
男
女
共
同

参
画
を
訴
え
て
い
ま
す
。

９
月
号
も
お
茶
を
い
れ
て
く
れ

た
夫
に
あ
り
が
と
う
と
自
然
に
言

う
妻
や
、
す
み
ま
せ
ん
ね
と
言
っ

て
妻
が
出
か
け
た
後
、
食
器
を
洗

う
夫
な
ど
が
さ
り
げ
な
く
描
か
れ

て
い
ま
す
。

広
報
に
こ
ん
な
家
庭
の
姿
が
で

て
い
た
よ
と
家
庭
の
中
で
も
話
題

に
し
て
、
男
女
共
同
参
画
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

今
月
は
、
９
月
号
の
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
会
だ
よ
り
に
、
モ

ニ
タ
ー
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
だ

よ
り
の
「
あ
る
家
庭
の
風
景
」
を

読
ん
で
、
こ
の
よ
う
な
家
庭
だ
っ

た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

ど
ん
ど
ん
こ
う
い
う
記
事
を
載

せ
て
い
た
だ
き
、
昔
の
習
慣
と
な

っ
て
い
る
よ
う
な
意
識
は
変
え
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

このコーナーでは、広報に寄
せられた意見について考えま
す。皆さんのお便りをお待ち
しています。

42

こ
ん
な
家
庭
な
ら

い
い
と
思
っ
た
。

家
庭
の
中
で
も

話
題
に
し
て



1617

◆
「
膚
の
下
」
神
林
長
平

◆
「
高
松
宮
同
妃
両
殿
下
の
グ
ラ
ン
ド
ハ

ネ
ム
ー
ン
」
平
野
久
美
子

◆
「
パ
イ
の
物
語
」
ヤ
ン
・
マ
ー
テ
ル

◆
「
サ
イ
レ
ン
ト
ナ
イ
ト
」

サ
ン
デ
ィ
・
タ
ー
ナ
ー

◆
「
ウ
ェ
ズ
レ
ー
の
国
」

ポ
ー
ル
・
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン

◆
「
こ
ん
た
の
お
つ
か
い
」
田
中
友
佳
子

◆
「
サ
ビ
ッ
ト
一
家
、
家
を
建
て
る
」

長
倉
洋
海

◆
「
ア
マ
バ
ル
の
自
然
誌
」
池
澤
夏
樹

◆
「
ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク
」
村
上
春
樹

◆
「
父
の
本
棚
」
関
口
悦
男

◆
「
ち
ひ
ろ
の
ア
ト
リ
エ
」
松
本
猛

※
こ
の
ほ
か
に
も
新
し
い
本
が
入
っ
て
い

ま
す
。

町
の
図
書
館
へ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

来
年
１
月
　
１
日
（
土
）
〜
３
日
（
月
）

※
年
内
は
26
日（
日
）が
最
終
開
館
日
で
す
。

新
年
は
４
日
（
火
）
か
ら
開
館
し
ま
す
。

お
す
す
め
の
１
冊

『
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
く
だ
さ
い
』

作
　
松
岡
節
／
絵
　
え
ん
ど
う
ひ
と
み

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
あ
た
ま
を
か
か
え

て
な
や
ん
で
い
ま
す
。
ど
う
し
た
の
で
し

ょ
う
？
二
コ
ル
が
こ
ま
っ
た
お
ね
が
い
を

し
た
か
ら
で
す
。
せ
か
い
じ
ゅ
う
の
子
ど

も
た
ち
に
、
ち
ゃ
ん
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
と

ど
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

ゆ
か
い
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
本
で
す
。

新
着
図
書
の
紹
介

◆
「
そ
の
名
に
ち
な
ん
で
」

ジ
ュ
ン
パ
・
ラ
リ
ヒ

◆
「
涙
と
日
本
人
」
山
折
哲
夫

◆
「
良
寛
」
水
上
勉

生涯学習のとびら

れ
の
会
員
が
お
り
ま
す
。
お
勤
め
を
し
て

い
る
方
も
あ
り
、
全
員
が
そ
ろ
う
こ
と
も

難
し
い
こ
の
ご
ろ
で
す
。

練
習
の
合
間
に
は
子
ど
も
の
話
、
ま
た

孫
の
話
と
話
題
も
豊
富
で
、
楽
し
い
時
間

を
す
ご
し
て
お
り
ま
す
。

先
日
も
町
の
文
化
祭
、
町
民
舞
台
発
表

祭
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
の
場
所
が
あ

る
こ
と
に
よ
り
会
員
の
み
ん
な
が
力
を
合

わ
せ
て
良
い
曲
に
な
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て

お
り
ま
す
。

真
田
町
に
お
住
ま
い
の
方
、
楽
し
い
仲

間
に
入
り
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

飛
躍
の
会
で
は
、
月
２
回
塚
田
芳
子
先

生
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
古
城
庵
を
お

借
り
し
て
主
に
午
前
に
箏こ
と

の
練
習
を
し
て

お
り
ま
す
。
旅
行
者
の
方
か
ご
近
所
の
方

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
時
折
足
を
と
め

て
耳
を
か
た
む
け
て
い
る
方
が
お
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
は
練
習
に
も
力
が
入
り
ま

す
。年

齢
も
30
歳
代
か
ら
70
歳
台
と
幅
が
あ

り
、
流
派
も
生
田
流
、
山
田
流
と
そ
れ
ぞ

文
化
協
会
加
盟
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
⑰

◆
飛
躍
の
会
◆

代
表

宮
坂
友
子
さ
ん
（
有
線
５
６
７
８
）

大
庭
区
の
小
山
ひ
ろ
子
さ
ん
の
町
教
育

委
員
と
し
て
の
任
期
が
満
了
と
な
り
ま
し

た
。
教
育
を
取
り
巻
く
状
況
が
変
革
す
る

中
、
ま
た
多
く
の
課
題
も
山
積
し
て
い
る

中
で
、
引
き
続
き
真
田
町
の
教
育
に
ご
尽

力
を
い
た
だ
く
た
め
、
町
議
会
の
同
意
を

得
て
、
再
度
教
育
委
員
と
し
て
ご
活
躍
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
任
期
は
、
平
成
16
年
11
月
19
日

か
ら
平
成
20
年
11
月
18
日
ま
で
の
４
年
間

で
す
。

今
月
の
お
話
し
広
場

日
時

12
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

場
所

児
童
図
書
室

担
当

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
と
ぎ
の
会
の
皆
さ
ん

今
月
の
休
館
日

・
月
曜
定
例
休
館

６
日
（
月
）
／
13
日
（
月
）
／
20
日

（
月
）
／

27
日
（
月
）

・
祝
日
の
休
館

23
日
（
木
）

・
月
末
整
理
の
た
め
の
休
館

28
日
（
火
）

・
年
末
年
始
の
休
館

29
日
（
水
）
〜
31
日
（
金
）

期
日

10
月
24
日
（
日
）

場
所

武
石
村

小
中
学
生
の
部

準
優
勝

真
田
町
チ
ー
ム

区
間
優
勝

１
区
　
新
村
聡
真

４
区
　
大
久
保
賢
志

一
般
の
部

第
４
位

真
田
町
チ
ー
ム

期
日

11
月
14
日
（
日
）

場
所

運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

小
学
校
３
年
生
以
下
の
部

優
　
勝

小
川
涼
（
傍
陽
小
１
年
）

準
優
勝

佐
藤
有
茄
里
（
本
原
小
３
年
）

第
３
位

小
宮
山
健
太
（
長
小
３
年
）

小
学
校
４
・
５
年
生
の
部

優
　
勝

小
宮
山
涼
（
長
小
４
年
）

準
優
勝

倉
島
か
す
み
（
本
原
小
５
年
）

第
３
位

小
宮
山
拓
也
（
長
小
４
年
）

小
学
校
６
年
生
の
部

優
　
勝

小
宮
山
春
奈
（
長
小
６
年
）

準
優
勝

増
尾
知
弥
（
本
原
小
６
年
）

第
３
位

中
山
里
穂
（
本
原
小
６
年
）

中
学
生
の
部

優
　
勝

杉
原
義
明
（
真
田
中
１
年
）

１２
月
の
図
書
館
だ
よ
り

小
山
ひ
ろ
子
さ
ん
が

教
育
委
員
に
再
任

問い合わせ　教育委員会　有線２２４４　q72─２６５５

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
の
放

送
授
業
を
中
心
に
自
宅
で
学
べ
る
正
規
の

大
学
で
す
。

生
涯
学
習
を
目
的
に
短
期
間
在
学
し
、

興
味
の
あ
る
科
目
を
学
習
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

出
願
受
付
期
間

12
月
15
日
（
水
）
〜
２
月
28
日
（
月
）

資
料
の
請
求
（
無
料
送
付
）

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
３
９
２
―
０
０
０
４

諏
訪
市
諏
訪
１
―
６
―
１

諏
訪
プ
ラ
ザ
ビ
ル
４
階

q
０
２
６
６
―
58
―
２
３
３
２

（
月
曜
日
、
祝
日
休
み
）

12
月
の
教
育
相
談
を
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
開

催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

日
時

12
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
12
時

会
場

真
田
町
文
化
会
館
会
議
室

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

学
校
教
育
係
　
有
線
２
０
４
３

q
72
―
２
６
５
５

10
月
31
日
か
ら
11
月
３
日
文
化
の
日
ま

で
、
作
品
展
と
舞
台
発
表
祭
か
ら
な
る
町

総
合
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

作
品
展
は
、
町
文
化
協
会
所
属
サ
ー
ク

ル
を
は
じ
め
、
一
般
の
町
民
の
皆
さ
ん
が

日
ご
ろ
の
趣
味
と
し
て
、
一
生
懸
命
に
製

作
し
た
書
道
・
書
画
・
絵
画
・
俳
句
・
短

歌
・
陶
芸
・
木
彫
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
な
ど
多
彩
な
作
品
を
、
期
間
中
町

民
体
育
館
に
展
示
し
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
出
品
数
が
増
え
た
ほ
か
、
今

年
は
、
会
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
も
工
夫
を

加
え
、
と
て
も
華
や
か
な
作
品
展
と
な
り

ま
し
た
。

４
日
間
の
展
示
期
間
中
に
は
８
０
０
人

を
超
え
る
方
が
来
場
し
て
、
町
内
芸
術
家

の
力
作
を
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

町
民
舞
台
発
表
祭
は
、
11
月
３
日
、
文

化
の
日
に
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

第
１
部
と
し
て
民
謡
・
吟
詠
・
歌
謡
・

舞
踊
、
第
２
部
と
し
て
和
太
鼓
、
第
３
部

と
し
て
器
楽
・
声
楽
部
門
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
文
化
協
会
所
属
サ
ー
ク
ル
の
ほ

か
に
も
、
い
ず
み
幼
稚
園
・
長
小
学
校
・

菅
平
小
学
校
・
真
田
中
学
校
な
ど
、
４
０

０
人
を
超
え
る
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
合
唱

や
金
管
バ
ン
ド
、
吹
奏
楽
の
演
奏
な
ど
、

日
ご
ろ
の
鍛
錬
、
活
動
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

長
小
学
校
の
発
表
で
は
５
・
６
年
生
の

金
管
バ
ン
ド
が
演
奏
す
る
「
世
界
に
１
つ

だ
け
の
花
」
の
曲
に
あ
わ
せ
、
１
年
生
が

踊
っ
て
く
れ
た
り
と
、
和
や
か
な
雰
囲
気

も
あ
る
発
表
祭
と
な
り
ま
し
た
。

期
間

９
月
22
日
（
水
）
〜
10
月
27
日
（
水)

場
所

真
田
町
町
民
体
育
館

優
　
勝

菅
平

準
優
勝

曲
尾

第
３
位

真
田

期
間

10
月
４
日
（
月
）
〜
25
（
月)

場
所

真
田
町
町
民
体
育
館

優
　
勝

ド
リ
ー
ム
Ａ

準
優
勝

ド
リ
ー
ム
Ｂ

第
３
位

Ｇ
Ｕ
Ｙ

期
日

10
月
24
日
（
日
）

場
所

運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

小
学
校
３
年
生
以
下
の
部

優
　
勝

田
中
智
翔
良
・
晴
子
ペ
ア

準
優
勝

飯
島
綾
華
・
尚
高
ペ
ア

第
３
位

吉
沢
遥
・
基
ペ
ア

小
学
校
４
年
生
以
上
の
部

優
　
勝

所
優
樹
・
幸
一
ペ
ア

準
優
勝

小
宮
山
涼
・
靖
ペ
ア

第
３
位

小
宮
山
拓
哉
・
孝
幸
ペ
ア

第
３
位

塚
田
真
里
奈
・
佐
喜
子
ペ
ア

第
２４
回
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦

第
3
回
真
田
町
テ
ニ
ス
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
親
子
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

第
１９
回
上
田
市
・
東
御
市
・
小
県

郡
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会

真
田
町
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
秋
季

ジ
ュ
ニ
ア
大
会

真
田
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

芸
術
の
秋

真
田
町
総
合
文
化
祭
を
開
催

大
会
結
果

様々な分野の力作が一堂に会した作品展

多くの方が楽しんだ舞台発表祭

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
の
平
成
１７
年
度

第
１
学
期
学
生
を
募
集

力走を見せる真田町チーム

平
成
17
年
真
田
町
成
人
式
は
、

1
月
9
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
行
う
予
定
で
す
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市民の森スケート場がオープン
期間 12月18日（土）～来年２月13日（日）

休業 12月31日（金）・１月１日（土）

時間 午前９時～午後４時30分

料金 大人７５０円、小中学生・付添人３００円、

未就学児は無料

貸し靴 ３００円

※ 右の割引券が、利用できます。（なお貸し靴には利用で

きません）

スケート場祭り（無料開放）
日時 １月８日（土）午前９時～午後４時30分

内容 豚汁サービスほか、楽しいイベントが盛りだくさん。

記念品を用意してお待ちしています（先着順）。

問い合わせ スポーツ振興係

有線２２４４　q72―２６５５

市民の森スケート場入場割引券

町民一人1回に限り200円割引

有効期限　平成17年2月13日（日）まで

真田町

大人
中学生以下
付添人

市民の森スケート場入場割引券

町民一人1回に限り200円割引

有効期限　平成17年2月13日（日）まで

真田町

大人
中学生以下
付添人

1819

夕暮れ時の早め点灯の推進と、高

齢者の交通事故防止です。

問い合わせ 上田警察署

q22―０１１０

温泉 12月28日（火）は定休日、

29日（水）～30日（木）は通常営業

します。31日（金）は午前10時開

館、午後６時閉館（午後５時30分

受付終了）です。1月１日（土）か

ら通常営業、１月４日（火）は定

休日です。

プール 12月24日（金）～31日（金）

まで塗装工事、清掃のため休止し

ます。１月１日（土）から利用で

きます。

年内30日まで、新年１日から

忘新年会等うけたまわります。

問い合わせ ふれあいさなだ館

有線２２３０　q72―２５００

製造業を営む事業所を対象に、

工業統計調査が行われます。

次世代育成支援対策推進法の施

行により、子育て支援の計画作り

と推進にかかわる次世代育成支援

対策地域協議会の委員を若干名募

集します。参画いただける方は、

下記によりご応募ください。

応募方法 作文４００字詰め原稿

２枚、題名「地域住民として子育

て支援にどう関われるか」を添え

て応募ください。（郵送、FAX可）

締め切り 12月15日（水）

応募先・問い合わせ 福祉係

有線２０２２　q72―２２０３

町が発注する業務の入札に参加

を希望される方は、資格審査の申

請をしてください。

対象業務 建設工事、建設工事に

関する測量、調査、設計、工事監

理、森林整備、物品購入、製造請

負、清掃、機械等の保守、リース

受付期間 17年２月１日（火）～

２月28日（月）

資格有効期間 17年４月１日～

19年３月31日（２年間）

参加条件 地方自治法施行令第１

６７条の４と町で定める参加条件

があります。詳細は町のホームペ

ー（http://www.town.sanada.

naano.jp）をご覧ください。

申請書類 町ホームページに必要

書類を掲載しています。または財

政係で一覧表をお渡しします。

書類提出は郵送するかまたは持

参ください。

問い合わせ 財政係

有線２０２１　q72―２２０１

し尿処理場「清浄園」の年末年

始の操業にあわせ、年末のくみ取

りの予約受け付けが次のとおりと

なります。

年末の予約 12月24日（金）まで

休業 12月29日（水）～１月３日

（月）

問い合わせ 真田清掃社

有線２３９１　q73─２６０７

年末は、各種犯罪や交通事故の

多発などが予想されます。警察で

は特別警戒体制を敷くとともに、

自治体や企業、地域住民、防犯ボ

ランティアの皆さんと協力して地

域安全活動を展開し、犯罪や事故

の未然防止を図ります。

問い合わせ 上小防犯協会連合会

q26―０１１０

今年のスローガンは、「夜の道

マナーも光れ　反射材」。重点は、
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Information

子育て支援の
対策推進委員を募集

年末のくみ取りは
お早めに

ふれあいさなだ館
年末年始営業日のご案内

製造業を対象に
工業統計調査を実施

17、18年度入札参加の
資格審査を行います

12月１日～31日は
年末特別警戒活動

12月11日～31日は
年末の交通安全運動

186

法律に基づき秘密は厳守されま

すので、調査員が伺ったときには

ご協力をお願いします。

時期 12月中旬～１月中旬

目的 製造業の活動実態を明らか

にし、行政施策の基礎資料にしま

す。また、企業や学校での研究資

料や教材など、広く利用されます。

問い合わせ 政策係

有線２０１５　q72―２２０２

日時 12月、１月の毎週金曜日

午後７時～８時

場所 福祉センター講堂

参加費等 １回５００円　飲み物、

タオル、シューズを持ってお気軽

におこしください。

問い合わせ エアロビクス同好会

小林　q72―５５３０　

（12月６日～１月５日）

乳幼児整形外科検診・離乳食教室

12月７日（火）午後１2時30分～

１時10分受付、

場所／保健センター、

対象／16年７～９月生まれ

お誕生相談 12月８日（水）午前

９時～９時30分受付

場所／保健センター、

対象／15年10～12月生まれ

乳児健診 12月17日（金）午後

１時15分～１時40分受付、

場所／保健センター、

対象／16年２・５・８月生まれ

三種混合 12～２月、場所／本

原医院・小林医院、対象／初回は

16年３～８月生まれ、追加は14

年９月～15年２月生まれ、７歳

６ヶ月未満の未接種児

麻しん 12月、場所／本原医

院・小林医院、対象／15年９月

～11月生まれ、７歳6ヶ月未満の

未接種児

問い合わせ 保健センター

有線２０５３　q72─９００７

◇おわびと訂正

11月号の12ページの高寺奈美子

さんのふりがなが、「たかてらみ

なこ」さんになっていました。正

しくは「たかてらなみこ」さんで

す。訂正し、深くおわびします。

乳幼児健康診査と
予防接種

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

エアロビクス
始めませんか？

生活 情報

行政相談、心配ごと相談
日時 12月10日（金）午前9時～

正午

場所 福祉センター

問い合わせ 行政係

有線２０１１ q72─２２０１

または社会福祉協議会

有線２０９１ q72─２９９８

ボクシングで自分の可能性に

挑戦する女子高校生の姿をえが

いた映画から男女共同参画を考

えます。

日時 12月19日（日）午後１時

～４時15分

場所 文化会館大ホール

内容 ①映画解説　講師　松

本侑壬子
ゆ み こ

氏（映画評論家、十文

字学園女子大学教授）②映画上

映「ガールファイト」※入場無

料

問い合わせ 政策係

女
ヒト

と男
ヒト

、共にのびやかに

映画から考える
男女共同参画
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7

9

11

12

14

15

16

18

19

21

23

24

25

26

27

28

1

火

木

土

日

火

水

木

土

日

火

木

金

土

日

月

火

土

番　　　組　　　名 ／　　出　　演　　者

駐在所だより ／真田駐在所　小山所長

身近な税のはなし「給与所得者の年末調整」 ／上田税務署

おはなしの世界へ｢やまんばの錦｣ ／おとぎの会　堀内ちよ江さん

学校だより「スキートレーニング」 ／菅平小学校

生活のしおり ／ＪＡ長支所増田生活指導員

図書館の窓 ／図書室

暮らしの豆知識 ／上田消費生活センター

おはなしの世界へ｢北風ビューの見たもの｣ ／おとぎの会　小林彰さん

幼稚園だより「お父さんとおもちつき」 ／いずみ幼稚園

みんなの食生活「お酒の上手な飲み方」 ／保健センター　山崎栄養士

みんなの健康「冬場の運動について」 ／教育委員会　中川ひろ子指導員

農業アドバイス ／上小農業改良普及センター

公民館だより「中国４０００年の文化を学ぼう」 ／生涯学習係

おはなしの世界へ｢マッチうりの少女｣ ／おとぎの会 堀内孝子さん

保育園だより「ヤッター！サンタがやってくる」 ／さなだ保育園

生活環境係から ／生活環境係

１年を振り返って ／情報有線係

新春放送（午前１０時～）

ゆうほう番組表（12／6～1／5）

放送時間は、夕方6時30分～ （再放送は翌朝６時～）となります。

（お話の世界へ、学校、保育園、幼稚園だよりは、夕方４時～）

日 曜

と、町民の負託を受けた真田町議

会第12期生の議員の皆さまに推挙

いただき、議長の大役を仰せつか

りました。

もとより浅学非才の私ですが、

町議会の伝統を守り、厳正、公平

な立場で責務をまっとうする所存

でございます。町民各位のご指導、

ご鞭撻をよろしくお願い申し上げ

ます。

真田町議会副議長　坂口良平

このたび、浅学非才な私を副議

長の要職に選出いただき、大変感

激するとともに、職務の重大さに

身の引き締まる思いです。

町民皆さまの議会への期待にこ

たえるべく、議長を補佐しながら、

公正な議会運営に、微力ではあり

ますが、職責をまっとうしていき

たいと思います。今後とも皆さま

のご指導、ご鞭撻のほどよろしく

お願いいたします。

10月28日、今年４回目の臨時

議会が開かれ、正副議長が改選さ

れました。

議長には、三井博文さん（４期

目／大庭）が就任し、副議長には

坂口良平さん（３期目／菅平）が

就任しました。

任期は、議員の任期と同じ平成

18年10月31日までです。

真田町議会議長　三井博文

真田町の発展を考え、町民の皆

さんの声を町政に反映させよう

※お知らせ放送は12月28日（火）の夜９時まで（放送原稿の受付は28日の午前10時まで）です。12月29日（水）～1

月４日（火）の朝までの放送はお休みです。

10月28日の臨時議会で、
正副議長が改選。
議長に三井博文さん、副議長に坂口良平さん。

就任にあたって

三井博文議長（左）と坂口良平
副議長（右）
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橋萌々花ちゃんとお母さん、お兄ちゃん

10 月 届 け 出分

□ごめいふくをお祈りします

小山　忠治　　78 横　　尾

山本半四郎　　87 真　　田

倉島美津亥　　81 角　　間

若林　銀子　　85 小玉上郷沢

清水　高利　　84 横　　尾

堀内　清一　　78 上 横 道

堀内とよし　　88 田　　中

山崎　良子　　87 戸　　沢

渡邉袈裟人　　86 中　　組

宮下まつ子　　94 中　　原

島　　芳雄　　57 曲　　尾

常田　けい　　86 荒　　井

☆お誕生おめでとう

正山口　央翔
ひろと

真　　田あゆみ

尚　高飯島　優華
ゆうか

中　　原理　佳

繁　紀橋萌々花
も も か

下　　原智　恵

♡いつまでもお幸せに

宮下　修　文　　真　　田
福島　恵理子　　渋 川 市

春原　義　明　　横　　尾
渡辺　いづみ　　横　　尾

田中　広　一　　下 郷 沢
金澤　ひとみ　　丸 子 町

北島　和　典　　長 野 市
遠江　和　美　　大 日 向

関口　伸　吾　　大　　庭
馬塲　治　美　　長 野 市

坂口　友　和　　十 林 寺
櫻井　しのぶ　　長 野 市

アルコールはエチルアルコールという依

存性のある薬物が主成分で、脳の働きをマ

ヒさせます。理性や判断力が低下、酒量が

進むと知覚や運動能力が鈍くなり、イッキ

飲みなど過剰摂取をすると呼吸困難で死に

至ることもあります。また、習慣的に飲ん

でいると「耐性」がつき、量が増してきま

すし、長期にわたり過剰摂取すると肝臓の

みならず、心臓や胃腸・脳など全身の臓器

に障害を与えます。

アルコールは、約9割が肝臓で処理され

ます。処理能力は体重により異なり、体重

60～70㎏の人はビール大瓶1本、日本酒1

合の処理に約３時間かかるとされます。体

質的に弱い人や女性はもっと時間が必要で

す。飲みすぎればそれだけ長く体内に残り、

二日酔いなどを引き起こします。自分の体

質を認識し、また周囲にも理解してもらい

ながら自分の適量をマイペースで飲むこと

が大切です。年末年始には飲酒の機会も増

えますが、節度ある飲酒で、楽しく上手に

お酒と付き合っていきましょう。

12月27日（月）

・国民健康保険税

・介護保険料（普通徴収）

・保育料

・町営住宅使用料

１月４日（火）

・水道料金

・下水道料金

・農集排料金

・個別排水使用料

ご
両
親
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

お
花
の
よ
う
に

か
わ
い
ら
し
い
子
に
育
っ
て
ね
！

納 税 と 使 用

お酒と健康

月　日
工事店名

金 井 設 備 商 会 S
q72-2118 有線 3356

D 駒 屋 商 店
q72-3696 有線 2373

D 真 田 建 設
q72-2019 有線 5430

石 巻 設 備
q73-2021 有線 4454

D 長 崎 商 店
q73-2511 有線 2368

S ア サ ヒ 興 業
q72-3414 有線 5333

D ド ー ム 管 工
q72-0771 有線 4383

山 崎 設 備 工 業 D
q73-2322 有線 4210

D 信 濃 空 調
q72-5706 有線 6249

若 林 設 備 工 業 所
q72-3166 有線 5332

イ チ ノ セ 管 工
q72-3000 有線 5216

浅 間 設 備 S
q72-3938 有線 5216

菅 平 設 備
q74-3933 有線 5216

岩 渕 住 設
q74-4122 有線 5216

12 月
＊
＊
＊
1
2
3
4
5
＊
6
7
8
9
10

11
12
13
14
15
16
17
＊
18
19
20
21
22
23

24
25
26
27
28
29
＊
30
31
＊
＊
＊
＊
＊

水道工事当番店 12月の水道工事
当番店です。

料

（

（

（

（

（

（

（
（
（

持ち帰ろう！
散歩中の犬のふん

クリーンキャンぺーン
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11月３日、運動公園グラウンド

で、町少年スポーツ教室サッカー

大会兼町サッカーフェスティバル

が開催されました。

これは、少年スポーツ教室の成

果を発表する大会と、サッカー愛

好者が集いサッカーを楽しむ同フ

ェスティバルを一緒に開いたもの。

当日は、小学生から、社会人ま

でのサッカー愛好者が、１日気持

ちのいい汗を流しました。大会委

員長の木島久文さん（真田）は、

「小中学生も、生涯サッカーを続

けていってほしいと思います」と

話していました。

11月５日、そえひ保育園で、

傍陽地区長寿会とひなやまの家の

方を招いての焼きいも大会が行わ

れました。

遊戯室に地域の方が入場すると、

園児たちが拍手で迎え、歌を披露。

園児のかわいい歌声に地域の方も

顔をほころばせます。

続いて庭に場所を移し、集めた

枝に、園児と地域の方が一緒に点

火。燃える火を中心に輪になって、

手遊びをまじえた踊りやフォーク

ダンスを楽しみました。焼き上が

ったいもは、園の軒下で一緒に座

り、ふれあいながら食べました。

傍陽地区長寿会長の坂口憲正さん

（中組）は、「久しぶりに童心に帰

ってダンスをしたり、焼きいもを

して、とても楽しかったです」と

話していました。

10月20日から21日にかけて、

本州を縦断した台風23号。

町内では、傍陽地区で１世帯が

床下浸水になったほか、傍陽川が

増水して中組区民広場付近の傍陽

川堤防が、約２５０ｍにわたり崩

壊。１世帯が避難しました。

また道路は、地蔵峠に向かう県

道長野真田線で土砂が道路に流出。

路肩が崩壊して通行止めになった

のをはじめ、大日向区内の国道１

４４号線でも一時土砂が道路に流

出して片側交互通行になりました。

この台風被害で出動した消防署

と消防団の延べ人員は２５２人。

このほど、県内の有線放送農協

などでつくる県情報ネットワーク

協会が行う有線放送の番組コンク

ールお知らせ番組の部で、町の有

線放送番組が長野県１位の最優秀

賞に選ばれました。そして、県代

表として、10月22日に行われた全

国審査会に参加。４位にあたる優

秀賞３席を受賞しました。

受賞番組は、今年夏にひょうが

降った日の夜の番組。ひょう被害

対策の臨時放送や、千古の滝で遊

ぶ地元の高校生の声などが入った

内容のものです。

大塚、青木の両アナウンサー（写

真）は「台風など災害の多かった今

年夏にタイムリーな話題だったか

と思います。日ごろ番組を聴いて

いただく町の皆さんのおかげと感

謝しています」と話していました。

11月11日、真田中学校の生徒会

と、菅平小中学校の児童、生徒会

の代表が新潟県中越地震の被災地

小千谷市に災害義援金７５,２３

２円を贈りました。

これは、被災地の方になにかで

きることはないかと考えて、生徒

会で企画。両校の児童、生徒会が

義援金を集めたもの。児童会と生

徒会代表の激励の手紙も一緒に小

千谷市に送りました。

真田中生徒会長の柳澤匠君（写

真右）は「大勢の願いが託されて

いるので、現地で役に立ってほし

いです」と。菅平中生徒会長の小

島太地君（写真左）は「少人数な

んですが、結構集まってよかった

と思います」と話していました。

町内で、復旧の必要な箇所は、１

０４箇所に上り、緊急性の高い箇

所の復旧のため、町単独分１４３

０万円の補正予算が組れました。

１日、サッカーを楽しもう
町サッカーフェスティバルを開催

おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に
そえひ保育園で焼きいも大会

10月20日から21日の台風23号
町内でも各所に被害発生

町の有線放送がコンクールで
長野県1位、全国で4位に

真田中と、菅平小中学校の子どもたちが
小千谷市に災害義援金

Camera  News

カメラニュースは、町の中の様々

な出来事や話題をお届けしてい

ます。



11
月
６
、
７
日
の
２
日
間
、
第

10
回
真
田
の
里
新
そ
ば
ま
つ
り
が
、

石
舟
の
ゆ
き
む
ら
夢
工
房
と
十
勇

士
の
里
新
鮮
市
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

町
内
で
生
産
さ
れ
た
新
そ
ば
を

使
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
町
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
新
そ
ば

を
味
わ
い
ま
し
た
。

７
日
に
は
福
引
や
、
青
空
市
も

行
わ
れ
、
十
勇
士
の
里
新
鮮
市
で

の
野
菜
直
売
の
ほ
か
、
き
の
こ
組

合
協
業
体
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ォ

レ
ス
ト
工
房
も
く
り
も
参
加
。
山

林
で
じ
っ
く
り
育
て
た
自
然
の
味

豊
か
な
シ
イ
タ
ケ
、
ナ
メ
コ
、
ヒ

ラ
タ
ケ
、
き
の
こ
汁
の
販
売
や
、

木
工
品
の
着
色
体
験
、
販
売
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
粉
を
こ
ね
る
と
こ
ろ
か

ら
、
ゆ
で
る
ま
で
の
そ
ば
打
ち
体

験
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
自
分

で
作
っ
た
そ
ば
に
舌
鼓
を
打
ち
ま

し
た
。
そ
ば
打
ち
を
体
験
し
た
羽

賀
尉
や
す
し

さ
ん
（
上
田
市
）
は
、
「
こ

れ
か
ら
の
楽
し
み
に
、
覚
え
よ
う

と
思
っ
て
来
ま
し
た
。
家
に
帰
っ

て
か
ら
ま
た
打
っ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。
楽
し
み
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
な
お
町
内
産
の
そ

ば
粉
は
、
ゆ
き
む
ら
夢
工
房
と
十

勇
士
の
里
新
鮮
市
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
年
は
、
本
当
に
自
然

災
害
の
多
い
年
で
し
た
。

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
台
風
が
幾
つ

も
や
っ
て
き
ま
し
た
。
台
風
23
号

は
町
内
に
も
か
な
り
の
被
害
が
出

ま
し
た
。
そ
し
て
、
台
風
23
号
が

通
り
過
ぎ
た
直
後
に
発
生
し
た
の

が
新
潟
県
中
越
地
震
で
し
た
。

過
去
の
地
震
の
教
訓
か
ら
、
地

震
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
隣
近

所
の
協
力
が
非
常
に
大
切
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
消
火
活
動
、
救

出
救
護
、
避
難
や
避
難
生
活
な
ど
、

近
く
に
い
る
人
が
一
番
早
く
助
け

ら
れ
、
そ
の
後
の
協
力
も
で
き
ま

す
。
非
常
事
態
で
大
切
な
の
は
、

や
は
り
人
の
つ
な
が
り
だ
と
思
い

ま
す
。

（
な
べ
）

広
報
さ
な
だ
ま
ち
NO.
３
７
６

平
成
１６
年
１２
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
／
長
野
県
真
田
町
　
情
報
政
策
課

q
０
２
６
８（
７
２
）２
２
０
２

印
刷
／（
有
）ア
オ
ヤ
ギ
印
刷

町
内
産
の
そ
ば
を
味
わ
う

真
田
の
里

新
そ
ば
ま
つ
り

そ
ば
打
ち
会
の
方
の
指
導
で
、

そ
ば
打
ち
体
験
も
行
わ
れ
た
。

自
分
で
打
っ
た
そ
ば
が
食
べ
ら
れ
る
。

わたしたちの町の人口
11,755人（－10）

男　15,822人（－19）
女　15,933人（－21）

世帯数　13,788戸（±20）
平成16年11月1日現在（ ）内は前月比

インターネット情報
http://www.sanada.or.jp/
http://www.town.sanada.nagano.jp/

この広報紙は環境に配慮し、古紙100％、
植物性大豆インキを使用しています。

季節の中で

話題の広場 71

Town  Topics  Dec  2004


	200412-P01
	200412-P02-03
	200412-P04-09
	200412-P10-11
	200412-P12-13
	200412-P14
	200412-P15
	200412-P16-17
	200412-P18-19
	200412-P20
	200412-P21
	200412-P22-23
	200412-P24

